
ISO 8586：2012
Sensory analysis - General guidelines for the selection,
training and monitoring of selected assessors and expert
sensory assessors
官能分析 - 選定評価者及び専門官能評価者の選抜、訓練及びモニ
タリングのための一般指針

１．規格の概要

選定評価者及び専門官能評価者の選抜基準と、訓練及びモニタリングの手順が規

定されており、ISO 6658 Sensory analysis – Methodology - General guidance

(官能分析 - 方法論 - 一般手引) を補足している。

２．発行状況等

2007年1月に新業務項目提案が承認され、2012年12月に初版が発行※された。

※ISO 8586はPart1 (Selected assessors) および Part2 (Expert sensory asse

ssors) に分かれて発行されていたが、2007年3月に開催された第19回SC12総会

において、Part1とPart2の統合が決議され、2012年に統合版ISO 8586として発

行された。

３．規格の構成（仮訳）

まえがき

序文

1 適用範囲

2 引用規格

3 用語及び定義

4 評価者の選定

4.1 一般

4.2 募集、予備スクリーニング及び採用

4.3 背景情報及び予備選抜

4.4 スクリーニング

5 評価者の教育・訓練

5.1 原則

5.2 一般

5.3 評価手順

5.4 色、味、匂い、及び舌触りに関する教育・訓練

5.5 特有の味及び匂いを検出及び識別する教育・訓練



5.6 スケール使用の教育・訓練

5.7 記述子（プロファイル）の作成及び使用の教育・訓練

5.8 実践

5.9 特定製品に関する教育・訓練

6 特定方法のためのパネルの最終選考

6.1 原則

6.2 識別評価

6.3 順位付けによる評価

6.4 格付け及び採点

6.5 定性的記述分析

6.6 定量的記述分析

6.7 特定評価のための評価者

7 専門家の教育・訓練

7.1 一般

7.2 官能記憶

7.3 官能記述子の意味とその測定についての習得

7.4 官能記述子の語彙の増強

7.5 評価条件ついての教育・訓練

8 選定評価者及び専門官能評価者による成果のモニタリング及び試験

8.1 目的

8.2 原則

8.3 結果の分析

9 グループの管理及びフォローアップ

9.1 動機付け

9.2 技能の維持

9.3 再構成

9.4 再教育・訓練

附属書Ａ（参考） 評価者及びパネルの室内再現性及び室間再現性

附属書Ｂ（参考） 採点評価者の選考における分散分析の活用

附属書Ｃ（参考） 実用例
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